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（3）護岸バリエーションの評価（塩浜地区を訪れたことがある回答者）

36(7%)

35(7%)

60(12%）

41(8%）

70（14%）

66(13%）

77(16%)

74(15%）

60(12%)

61（12％）

389(79%)

380(77%)

358(73%）

389(79%)

360(73%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①展望デッキのイメージ

②磯場のイメージ

③小島のイメージ

④石の階段のイメージ

⑤のり先での砂地のイメージ

1.有効でない 2.どちらでもない 3.有効である

アンケート問8-1の護岸のバリエーション・イメージのランキング

（1）護岸バリエーションの評価（全体）

60(7%)

53(9%)

94(10%)

65(7%)

105(12%)

141(15%)

139(15%)

150(17%)

109(12%)

117(13%)

705(78%)

714(79%)

660(73%)

729(81%)

682(75%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①展望デッキのイメージ

②磯場のイメージ

③小島のイメージ

④石の階段のイメージ

⑤のり先での砂地のイメージ

（2）護岸バリエーションの評価（塩浜地区をよく知っている回答者）

30(9%)

31(9%)

44(13%)

34(10%)

58(17%)

40(12%)

47(14%)

50(15%)

37(11%)

40(12%)

268(79%)

260(77%)

244(72%)

267(79%)

240(71%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①展望デッキのイメージ

②磯場のイメージ

③小島のイメージ

④石の階段のイメージ

⑤のり先での砂地のイメージ

（１） 回答者全体（923名）の評価

（２） “塩浜地区をよく知っている” 回答者（344名）の評価

（３） “塩浜地区に行ったことがある” 回答者（500名）の評価

１位

２位
３位

４位

５位

１位

２位

３位

４位

５位

１位

１位

３位

４位

５位

①展望デッキのイメージ

干干潮潮時時のの利利用用イイメメーージジ  

③ 小島のイメージ 

  

④ 石の階段のイメージ 

 ② 磯場のイメージ 

干干潮潮時時のの利利用用イイメメーージジ  

干干潮潮時時のの利利用用イイメメーージジ  

⑤ のり先での砂地のイメージ
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利 用に関する意見（73.8%）

自然環境に関する意見（7.1%）

安全に関する意見（安全に関する意見（6.5%6.5%））

その他の意見（5.9%）

ふれあい空間確保
［転落・滑りの安全対策含む］

利便施設設置

高潮・地震対策

防犯対策

身障者・高齢者・子供・ベビーカーに対するバリアフリー／自然
とふれあえる施設にする／海への転落・滑りを防止する砂浜・ス
ロープ・手すり／海岸利用毎のゾーニング必要／段差の解消／
遊べる場所を増やす ・・・など

周辺のまちづくりと一体となった環境整備／ホームレス対策／
ゴミの問題／水質改善／交通渋滞・排気ガス対策／景観の保
全・向上（植樹、緑地）／利用者のモラルの向上 ・・・など

自然・生態系などに配慮した整備／子供たちが環境学習できる
ように／（昔のような）砂浜・干潟を望む／海の生き物の説明
（看板）・展示／青潮対策 ・・・など

駐車場・駐輪場(7.7%)／トイレ(7.5%)／四阿・休憩所(6.0%)／
洗い場・着替え場所(5.0%)／ベンチ(3.6%)／砂浜・潮干狩り場
(3.4%)／遊歩道・スロープ(3.0%)／ショップ・飲食店(2.9%)／植
樹・緑地(2.9%)／海釣り施設(2.7%)／BBQ・キャンプ場
(2.2%) ・・・などの整備要望

主な意見内容

高潮・地震などの災害対策を優先にする／早期改修 ・・・など

外灯の設置／防犯のための警備・監視員の配置／夜間の立
入禁止 ・・・など

（7.7%）

（66.1%）

社会環境に関する意見（6.7%）

（2.1%）

（4.4%）

事業費に関すること／護岸改修以外の意見／アンケート方法
に関する意見／清掃活動に関する意見／利用・環境・安全の
大分類に当てはまらない意見 ・・・など

アンケート問8-2の自由記述を参考にしたバリエーション検討への方向性（1/2）

※（ ）内％値は総意見数1,171件に対する割合である。 43

護岸検討で対応が護岸検討で対応が
できるものできるもの
（護岸部分で対応）（護岸部分で対応）

背後の土地利用や街づくり
計画との調整を必要とするも
の

三番瀬全体の再生事業など
で取り組むべきこと

身障者・高齢者・子供・ベビーカーに対するバリアフリー／自然と
ふれあえる施設にする／海への転落・滑りを防止する砂浜・ス
ロープ・手すり／海岸利用毎のゾーニング必要／段差の解消／
遊べる場所を増やす ・・・など

自然・生態系などに配慮した整備／子供たちが環境学習できる
ように ・・・など

高潮・地震などの災害対策を優先に／早期改修 ・・・など

主な意見内容を対象場所で区別

ふれあい
空間確保

利便施設
設 置

社会環境

四阿・休憩所／ベンチ／砂浜・潮干狩り場／遊歩道・スロープ／
植樹・緑地／海釣り施設 ・・・などの整備要望

ゴミの問題／景観の保全・向上（植樹、緑地） ・・・など

駐車場・駐輪場／トイレ／洗い場・着替え場所／遊歩道・スロー
プ／ショップ・飲食店／植樹・緑地／海釣り施設／BBQ・キャン
プ場 ・・・などの整備要望

周辺の街づくりと一体となった環境整備／ホームレス対策／ゴミ
の問題／交通渋滞・排気ガス対策／景観の保全・向上(植樹、
緑地)／利用者のモラルの向上・・・など

外灯の設置／防犯のための警備・監視員の配置／夜間の立入
禁止 ・・・など

高潮・地震
対 策

防犯対策

その他

アンケート問8-2の自由記述を参考にしたバリエーション検討への方向性（2/2）

事業費に関すること／護岸改修以外の意見／護岸の利用・環
境・安全の分類に当てはまらない意見 ・・・など

子供達が環境学習できるように／（昔のような）砂浜・干潟を望
む／海の生物の説明（看板）・展示／青潮対策・・・など

水質改善／景観の保全・向上／利用者のモラルの向上・・・など

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
検
討
の
視
点
へ

自然環境
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